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％
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築
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る

。
　
令

和
２

年
度

に
農

業
集

落
排

水
事

業
か

ら
公

共
下

水
道

に
編
入

し
た

地
区

に
お

い
て

、
老

朽
化

に
よ

る
不

明
水

等
の

対
策
の

た
め

、
管

渠
の

補
修

を
実

施
し

た
。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

全
体

総
括

　
供

用
開

始
が

平
成

1
3
年
度

と
公

共
下

水
道

の
歴

史
と

し
て

は
浅

い
が

、
終

末
処

理
場

の
機

器
・

施
設

類
は

順
次

更
新

時
期
を

迎
え

る
と

と
も

に
、

毎
年

度
の

整
備

に
よ

っ
て

処
理

区
域
が

拡
大

し
て

お
り

、
維

持
管

理
費

が
増

加
傾

向
に

あ
る

た
め
、

効
果

的
、

効
率

的
な

維
持

管
理

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

　
ま

た
、

水
洗

化
率

が
低

水
準

に
あ

り
、

そ
の

向
上

に
取

り
組
ん

で
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

　
今

後
は

、
こ

う
し

た
課

題
を

十
分

整
理

し
た

上
で

、
経

営
戦
略

を
活

用
し

て
持

続
的

か
つ

安
定

的
な

経
営

基
盤

の
強

化
に
取

り
組

ん
で

い
く

。
な

お
、

平
成

2
8
年

度
に

策
定

し
た

経
営
戦

略
に

つ
い

て
は

、
令

和
２

年
度

に
見

直
し

を
行

っ
て

お
り
、

そ
の

後
も

3
～

5
年

単
位

で
定

期
的

に
見

直
し

を
行

っ
て

い
く

。

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

　
令

和
２

年
度

に
お

い
て

、
常

滑
市

下
水

道
事

業
に

地
方

公
営
企

業
法

を
適

用
し

、
農

業
集

落
排

水
事

業
の

処
理

区
域

の
う
ち

１
地

区
を

公
共

下
水

道
に

編
入

し
た

。
　
経

営
状

況
と

し
て

、
①

経
常

収
支

比
率

は
1
2
4
.
9
2
％

と
黒

字
と

な
っ

て
お

り
、

類
似

団
体

平
均

値
と

比
べ

て
も

大
き

い
黒
字

幅
と

な
っ

た
。

一
方

、
令

和
２

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感

染
症

感
染

拡
大

の
影

響
に

よ
っ

て
空

港
や

大
型

商
業
施

設
か

ら
の

使
用

料
収

入
が

減
少

し
て

お
り

、
⑤

経
費

回
収
率

は
8
5
.
7
4
％

と
類

似
団

体
平

均
値

を
下

回
っ

た
。

今
後

は
使

用
料

の
回

復
状

況
に

注
視

す
る

と
と

も
に

、
接

続
促

進
等
に

よ
る

収
支

の
改

善
を

図
る

。
　
財

政
状

態
と

し
て

、
③

流
動

比
率

は
1
0
0
％
を

下
回

っ
て

い
る

が
、

建
設

改
良

費
等

に
充

て
ら

れ
た

企
業

債
の

償
還

は
翌
年

度
の

収
入

に
よ

る
こ

と
を

予
定

し
て

お
り

、
類

似
団

体
平
均

値
と

比
べ

て
も

余
裕

が
あ

る
比

率
と

な
っ

て
い

る
。

④
企
業

債
残

高
対

事
業

規
模

比
率

は
、

企
業

債
残

高
の

全
額

を
一
般

会
計

が
負

担
す

る
見

込
み

で
あ

る
た

め
０

と
な

っ
て

い
る
。

　
⑧

水
洗

化
率

に
つ

い
て

は
、

整
備

後
の

年
数

が
浅

い
地

域
も
あ

り
、

類
似

団
体

平
均

値
と

比
べ

て
低

い
値

と
な

っ
て

い
る
が

、
前

年
度

と
比

べ
る

と
2
.
7
7
ポ

イ
ン

ト
上

昇
し

て
い

る
。

良
好

な
経

営
の

維
持

の
た

め
、

今
後

も
処

理
区

域
の

拡
大
に

よ
る

区
域

内
人

口
の

増
加

と
接

続
促

進
の

取
り

組
み

を
合
わ

せ
て

行
い

、
水

洗
化

率
の

向
上

、
水

洗
化

人
口

の
増

加
、

使
用

料
収

入
の

増
加

を
図

る
。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て
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②
累

積
欠

損
金

比
率

(
％
)

③
流
動

比
率
(
％

)
④

企
業
債

残
高

対
事

業
規

模
比

率
(
％
)

⑤
経
費

回
収

率
(
％

)
⑥

汚
水

処
理

原
価

(
円

)
⑦
施
設

利
用
率
(
％

)
⑧

水
洗

化
率
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％

)

①
有
形
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定
資
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

2
年

度
全

国
平

均

※
　

「
経
常

収
支

比
率

」
、

「
累

積
欠

損
金

比
率

」
、

「
流

動
比

率
」

、
「

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
」

及
び

「
管

渠
老

朽
化

率
」

に
つ
い

て
は

、
法

非
適

用
企

業
で

は
算

出
で

き
な

い
た

め
、

法
適

用
企

業
の

み
の

類
似

団
体

平
均

値
及

び
全

国
平

均
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

①
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率

に
つ

い
て

は
、

法
定

耐
用

年
数

に
近

い
資

産
が

少
な

く
、

類
似

団
体

よ
り

低
い

数
値

と
な

っ
て

い
ま

す
。

②
管

渠
老

朽
化

率
及

び
③

管
渠

改
善

率
に

つ
い

て
は

、
有

形
固

定
資

産
の

う
ち

償
却

対
象

資
産

や
法

定
耐

用
年

数
（

5
0
年

）
を

経
過
し

た
管

渠
が

な
く
、

類
似

団
体

よ
り

低
い

数
値

と
な

っ
て

い
ま

す
。

引
き

続
き

、
保

有
資

産
の

老
朽

化
の

状
況

を
踏

ま
え

て
管

渠
の

改
善

等
に

努
め

て
い

き
ま

す
。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

全
体

総
括

下
水

道
事

業
の

長
期

的
に

安
定

し
た

経
営

に
は

、
健

全
性

や
計

画
性

・
透

明
性

の
向

上
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

本
市

で
は

令
和

2
年

4
月

1
日

に
地

方
公
営

企
業

法
を

適
用

し
、

厳
し

い
経

営
状

況
で

あ
る

こ
と

が
明

確
化

し
ま

し
た

。
本

市
に

お
け

る
、

令
和
2
年

度
末

で
の

管
渠

整
備

区
域

は
1
,
5
0
4
h
a
、
普

及
率

は
8
6
.
6
1
％

と
な

り
ま

し
た

。
普

及
率

向
上

の
た

め
、

今
後

も
生

活
環

境
整

備
の

重
点

事
業

と
し

て
整

備
促

進
に

努
め

て
い

き
ま

す
。

水
洗

化
率

は
9
2
.
7
8
％

と
な
り

ま
し

た
が

、
使

用
料

収
入

の
増

加
を

図
る

た
め

、
今

後
も

積
極
的

な
啓

発
活

動
を

行
い

、
水

洗
化

率
向

上
に

努
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
な

お
、

経
営

戦
略

に
つ
い

て
は

、
平

成
3
0
年

度
に

策
定

済
み

で
あ

り
、

令
和

5
年
度

に
見

直
し

を
行
う

予
定

で
す

。

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

①
経

常
収

支
比

率
は

1
0
0
％

を
下

回
り
、

②
累

積
欠

損
金

比
率

が
発

生
す

る
状

況
と

な
っ

て
お

り
、

資
金

不
足

に
な

ら
な

い
よ

う
、

一
般

会
計

か
ら

の
繰

入
を

行
う

厳
し

い
経

営
状

況
と

な
っ

て
い

ま
す

。
③

流
動

比
率

に
つ

い
て
は

、
1
0
0
％

を
下

回
っ

て
い

ま
す

が
、

建
設

改
良

費
等

に
充

て
ら

れ
た

企
業

債
が

含
ま

れ
て

お
り

、
こ

れ
は

翌
年

度
の

一
般

会
計

繰
入

金
で

賄
う

た
め

、
支

払
能

力
が

不
足
す

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
④

企
業

債
残

高
対

事
業
規

模
比

率
に

つ
い

て
は

、
本

市
で

は
管

渠
の

整
備

や
、

終
末

処
理

場
及

び
雨

水
ポ

ン
プ

場
の

更
新

を
計

画
的

を
進

め
て

い
る

状
況

に
あ

り
、

類
似

団
体

よ
り

高
い

数
値

と
な

っ
て

い
ま

す
。

な
お

、
雨

水
に

係
る

企
業

債
を

一
般

会
計

に
お

い
て

負
担

す
る

こ
と

と
定

め
て

い
ま

せ
ん

が
、

実
質

的
に

は
一

般
会

計
繰

入
金

で
賄

う
予

定
で

す
。

⑤
経

費
回

収
率

は
1
0
0
％

を
下

回
っ

て
お

り
、

使
用

料
収

入
の

増
加

を
図

る
取

り
組

み
が

必
要

で
す

。
⑥

汚
水

処
理

原
価

に
つ
い

て
は

、
1
5
0
円

/
㎥

を
超

え
る

部
分

は
一

般
会

計
か

ら
繰
入

を
し

て
い

る
た

め
含

ま
れ

て
お

ら
ず

、
こ

れ
を

含
め

た
実

質
的

な
汚

水
処

理
原

価
は

2
0
2
.
8
0
円

で
す

。
令

和
4
年

度
か
ら

共
同

汚
泥

処
理

施
設

が
稼

働
す

る
た

め
、

実
質

的
な

汚
水

処
理

原
価

の
減

少
が

見
込

め
ま

す
。

⑦
施

設
利

用
率

に
つ

い
て

は
、

将
来

的
な

管
渠

整
備

に
よ

る
供

用
開

始
区

域
の

拡
大

及
び

下
水

道
普

及
率

の
上

昇
に

対
応

す
る

た
め

、
施

設
の

利
用

状
況

や
規

模
の

見
直

し
等

を
計

画
的

に
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
⑧

水
洗

化
率

に
つ

い
て
は

、
類

似
団

体
よ

り
低

い
数

値
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、

前
年

度
か

ら
2
.
0
3
ポ
イ

ン
ト

増
と

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

処
理

区
域

内
人

口
密

度
(
人

/
k
m
2
)

－

-
7
6
.
7
3

8
6
.
6
1

9
6
.
5
6

1
,
9
2
0

9
9
,
2
7
2

1
5
.
0
4

6
,
6
0
0
.
5
3

4
3
.
4
3

2
,
6
4
0
.
3
9

■

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
有

収
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)
処

理
区

域
内

人
口

(
人

)
処

理
区

域
面

積
(
k
m
2
)

法
適

用
下

水
道

事
業

公
共
下

水
道

B
c
1

非
設

置
1
1
4
,
6
7
2

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

2
年

度
決

算
）

愛
知

県
　

東
海

市

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
管

理
者

の
情

報
人

口
（

人
）

面
積

(
k
m
2
)

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

0.
0
0

0.
0
1

0.
0
2

0.
0
3

0.
0
4

0.
0
5

0.
0
6

0.
0
7

0.
0
8

0.
0
9

H
2
8

H2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

当
該

値
-

-
-

-
0
.
00

平
均

値
-

-
-

-
0
.
08

0
.
00

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0.
0
0

1
2
0.
0
0

H2
8

H2
9

H3
0

R0
1

R0
2

当
該

値
-

-
-

-
92

.
78

平
均

値
-

-
-

-
1
0
6
.
6
7

0.
0
0

5.
0
0

10
.
00

15
.
00

20
.
00

25
.
00

H
2
8

H2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

当
該

値
-

-
-

-
3
.
54

平
均

値
-

-
-

-
2
3
.
2
5

0.
0
0

0.
2
0

0.
4
0

0.
6
0

0.
8
0

1.
0
0

1.
2
0

H
2
8

H2
9

H
3
0

R
0
1

R
0
2

当
該

値
-

-
-

-
0
.
00

平
均

値
-

-
-

-
1
.
06

①
経

常
収

支
比

率
(
％

)

0
.
0
0

2
.
0
0

4
.
0
0

6
.
0
0

8
.
0
0

1
0
.
0
0

1
2
.
0
0

1
4
.
0
0

1
6
.
0
0

1
8
.
0
0

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R0
1

R
0
2

当
該

値
-

-
-

-
1
5
.
6
1

平
均

値
-

-
-

-
3
.
68

0
.
0
0

1
0
.
0
0

2
0
.
0
0

3
0
.
0
0

4
0
.
0
0

5
0
.
0
0

6
0
.
0
0

7
0
.
0
0

8
0
.
0
0

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R0
1

R
0
2

当
該
値

-
-

-
-

7
2
.
7
7

平
均
値

-
-

-
-

6
7
.
8
6

0
.
00

5
0
0.
0
0

1
,
00
0
.0
0

1
,
50
0
.0
0

2
,
00
0
.0
0

2
,
50
0
.0
0

H
2
8

H
2
9

H3
0

R
0
1

R
0
2

当
該

値
-

-
-

-
2,

1
07

.
32

平
均

値
-

-
-

-
70

9
.4

0

0
.
00

1
0
.0
0

2
0
.0
0

3
0
.0
0

4
0
.0
0

5
0
.0
0

6
0
.0
0

7
0
.0
0

8
0
.0
0

9
0
.0
0

1
0
0.
0
0

H2
8

H2
9

H3
0

R0
1

R0
2

当
該

値
-

-
-

-
75

.
44

平
均

値
-

-
-

-
91

.
14

0
.
00

2
0
.0
0

4
0
.0
0

6
0
.0
0

8
0
.0
0

1
0
0.
0
0

1
2
0.
0
0

1
4
0.
0
0

1
6
0.
0
0

H2
8

H2
9

H3
0

R0
1

R0
2

当
該

値
-

-
-

-
1
5
0
.
4
9

平
均

値
-

-
-

-
1
3
6
.
8
6

0
.
0
0

1
0
.
0
0

2
0
.
0
0

3
0
.
0
0

4
0
.
0
0

5
0
.
0
0

6
0
.
0
0

7
0
.
0
0

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R0
1

R
0
2

当
該
値

-
-

-
-

6
6
.
4
6

平
均
値

-
-

-
-

6
0
.
7
8

0
.
00

1
0
.0
0

2
0
.0
0

3
0
.0
0

4
0
.0
0

5
0
.0
0

6
0
.0
0

7
0
.0
0

8
0
.0
0

9
0
.0
0

1
0
0.
0
0

H2
8

H2
9

H3
0

R0
1

R0
2

当
該

値
-

-
-

-
92

.
78

平
均

値
-

-
-

-
94

.
17

②
累

積
欠

損
金

比
率

(％
)

③
流

動
比

率
(％

)
④

企
業

債
残

高
対

事
業

規
模

比
率

(％
)

⑤
経

費
回

収
率

(
％

)
⑥

汚
水

処
理

原
価

(
円

)
⑦

施
設

利
用

率
(
％

)
⑧

水
洗

化
率

(％
)

①
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率

(％
)

②
管

渠
老

朽
化

率
(
％

)
③

管
渠

改
善

率
(
％

)

【
1
0
6
.
6
7
】

【
3
.
6
4
】

【
6
7
.
5
2
】

【
7
0
5
.
2
1
】

【
9
5
.
5
7
】

【
5
9
.
5
7
】

【
1
3
4
.
5
2
】

【
9
8
.
9
6
】

【
3
6
.
5
2
】

【
5
.
7
2
】

【
0
.
3
0
】
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

2
年

度
全

国
平

均

※
　

「
経
常

収
支

比
率

」
、

「
累

積
欠

損
金

比
率

」
、

「
流

動
比

率
」

、
「

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
」

及
び

「
管

渠
老

朽
化

率
」

に
つ
い

て
は

、
法

非
適

用
企

業
で

は
算

出
で

き
な

い
た

め
、

法
適

用
企

業
の

み
の

類
似

団
体

平
均

値
及

び
全

国
平

均
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

2
年

度
決
算

）
愛

知
県

　
大

府
市

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
管

理
者

の
情

報
人

口
（

人
）

面
積

(
k
m
2
)

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

3
3
.
6
6

2
,
7
6
2
.
5
1

■

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
有

収
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)
処

理
区

域
内

人
口

(
人

)
処

理
区

域
面

積
(
k
m
2
)

法
適
用

下
水

道
事

業
公

共
下

水
道

B
c
1

非
設

置
9
2
,
9
8
6

処
理

区
域

内
人

口
密

度
(
人

/
k
m
2
)

－

-
6
4
.
4
4

8
4
.
2
6

1
0
2
.
2
9

1
,
6
5
0

7
8
,
2
6
4

1
2
.
9
7

6
,
0
3
4
.
2
3

令
和

２
年
度

よ
り
地

方
公

営
企

業
法

を
一
部

適
用

し
た

た
め

、
令

和
元

年
度
以

前
の
数

値
は

全
て

０
と

な
っ
て

い
ま

す
。

①
有

形
固
定

資
産
減

価
償

却
率

は
、

全
国
平

均
、

類
似

団
体

平
均

を
下

回
っ
て

い
ま
す

。
今

後
は

施
設

の
更
新

等
に

伴
い

増
減

は
あ

り
ま

す
が
、

総
額
と

し
て

は
減

少
し

て
い
く

見
込

み
で

す
。

②
管

渠
老
朽

化
率
の

対
象

と
な

る
法

定
耐
用

年
数

を
超

え
る

管
渠

は
あ

り
ま
せ

ん
。
毎

年
度

区
域

を
定

め
て
施

工
の

古
い

管
渠

か
ら

順
次

老
朽
化

調
査
を

し
て

い
ま

す
が

、
そ
れ

に
よ

り
検

出
さ

れ
る

の
は

部
分
的

な
不
具

合
箇

所
に

留
ま

っ
て
い

て
、

差
し

迫
っ

た
広

範
囲

な
管
渠

の
入
替

等
の

必
要

性
は

生
じ
て

い
ま

せ
ん

。
③

平
成
初
期

に
多
く

の
管

渠
を

整
備

し
て
お

り
、

い
ず

れ
一

度
に

更
新

時
期
を

迎
え
る

た
め

、
令

和
元

年
度
に

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

計
画
を

策
定
し

て
お

り
、

更
新

費
用
の

平
準

化
と

費
用

捻
出

の
方

法
を
引

き
続
き

検
討

し
て

い
き

ま
す
。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

全
体

総
括

　
境

川
流

域
下

水
道

と
し

て
広

域
的

な
管

理
と

な
っ

て
お

り
、

単
独

下
水

道
は

あ
り

ま
せ

ん
。

経
費

回
収

率
が

低
く

、
一
般

会
計

繰
入

金
に

依
存

し
た

厳
し

い
経

営
状

況
が

続
い

て
い
ま

す
。

本
市

で
は

、
市

街
化

区
域

の
汚

水
整

備
が

平
成

2
6

年
度

に
概

ね
完

了
し

、
今

後
は

、
雨

水
対

策
整

備
に

係
る

収
入
及

び
支

出
の

占
め

る
割

合
が

大
き

く
な

る
見

込
み

で
す

。
　
ま

た
、

下
水

道
事

業
を

継
続

し
て

い
く

た
め

に
、

管
渠

の
老
朽

化
対

策
を

含
め

、
財

源
確

保
を

し
な

が
ら

費
用

の
平

準
化
と

企
業

債
残

高
の

減
少

を
目

指
し

ま
す

。
　
令

和
元

年
度

に
経

営
戦

略
及

び
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
計
画

を
策

定
し

て
お

り
、

費
用

の
平

準
化

や
削

減
を

図
っ

て
い
ま

す
。

令
和

２
年

度
に

外
部

委
員

を
含

め
た

下
水

道
事

業
経
営

検
討

委
員

会
に

お
い

て
、

下
水

道
事

業
の

発
展

と
持

続
可
能

な
健

全
経

営
に

つ
い

て
検

討
し

、
令

和
３

年
度

に
は

経
営
・

財
務

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

強
化

事
業

を
活

用
し

適
正

な
下

水
道
使

用
料

に
つ

い
て

検
討

し
ま

し
た

。
ま

た
、

経
営

戦
略

の
更
新

は
令

和
５

年
度

を
予

定
し

て
い

ま
す

。

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

令
和

２
年
度

よ
り
地

方
公

営
企

業
法

を
一
部

適
用

し
た

た
め

、
令

和
元

年
度
以

前
の
数

値
は

全
て

０
と

な
っ
て

い
ま

す
。

①
経

常
収
支

比
率
は

1
0
0
％

以
上

と
な

っ
て

お
り

、
単

年
度

の
収

支
は

黒
字
で

す
。
し

か
し

、
一

般
会

計
繰
入

金
に

依
存

し
て

い
る

た
め

、
今
後

も
経
営

健
全

化
に

努
め

る
必
要

が
あ

り
ま

す
。

②
累

積
欠
損

比
率
は

、
純

利
益

を
計

上
し
て

い
る

た
め

、
０

％
を

維
持

し
て
い

ま
す
。

③
流

動
比
率

は
、
流

動
負

債
の

う
ち

企
業
債

償
還

金
の

比
率

が
大

き
く

、
流
動

資
産
で

流
動

負
債

を
賄

え
て
い

ま
せ

ん
。

現
在

は
償

還
額

を
超
え

な
い
範

囲
で

の
借

入
を

行
っ
て

お
り

、
徐

々
に

改
善

さ
れ

て
い
く

と
考
え

て
い

ま
す

。
④

企
業
債
残

高
対
事

業
規

模
比

率
は

、
全
国

平
均

、
類

似
団

体
平

均
を

と
も
に

上
回
っ

て
い

ま
す

。
現

在
は
償

還
額

を
超

え
な

い
範

囲
で

の
借
入

を
行
っ

て
お

り
、

企
業

債
残
高

は
減

っ
て

い
く

見
込

み
で

す
。

⑤
経

費
回
収

率
は
、

類
似

団
体

平
均

を
大
き

く
下

回
っ

て
お

り
、

下
水

道
使
用

料
収
入

で
汚

水
処

理
費

を
賄
え

て
い

ま
せ

ん
。

費
用

の
削

減
に
努

め
る
と

と
も

に
、

下
水

道
使
用

料
の

適
正

化
に

向
け

た
取

組
が
必

要
で
す

。
⑥

汚
水
処
理

原
価
は

、
下

水
道

使
用

料
収
入

の
調

定
月

の
調

整
に

よ
り

令
和
２

年
度
は

有
収

水
量

が
上

昇
し
ま

し
た

が
、

汚
水

処
理

費
も

上
昇
し

、
結
果

と
し

て
類

似
団

体
の
平

均
を

上
回

っ
て

い
ま

す
。

今
後
は

維
持
管

理
費

の
削

減
等

の
取
組

が
必

要
で

す
。

⑧
水

洗
化
率

で
は
、

類
似

団
体

の
平

均
を
下

回
っ

て
お

り
、

今
後

も
、

水
質
保

全
の
た

め
に

1
0
0
％

を
目

指
し

、
戸

別
訪

問
等

に
よ

る
普

及
推
進

活
動
に

努
め

て
い

き
ま

す
。
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均
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和

2
年
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全

国
平

均
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「
経
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支
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率
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、

「
累

積
欠

損
金

比
率

」
、

「
流

動
比

率
」

、
「

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
」

及
び

「
管

渠
老

朽
化

率
」

に
つ
い

て
は

、
法

非
適

用
企

業
で

は
算

出
で

き
な

い
た

め
、

法
適

用
企

業
の

み
の

類
似

団
体

平
均

値
及

び
全

国
平

均
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

経
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比
較
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（
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③

管
渠

改
善

率
は

、
一

部
区

間
で

耐
震

補
強

工
事

を
実

施
し
た

こ
と

に
よ

り
、

微
増

と
な

り
ま

し
た

。
ま

た
、

①
有

形
固
定

資
産

減
価

償
却

率
は

資
産

全
体

で
約

５
３

％
、

資
産

の
種
類

に
よ

っ
て

は
よ

り
高

い
償

却
率

と
な

っ
て

お
り

、
老

朽
化
が

顕
著

と
な

っ
て

い
ま

す
。

管
渠

施
設

に
つ

い
て

は
、

現
時
点

で
耐

用
年

数
を

超
過

す
る

施
設

は
な

い
も

の
の

、
昭

和
５
０

年
代

後
半

か
ら

平
成

１
０

年
頃

に
か

け
て

、
施

設
整

備
を
急

速
に

進
め

た
た

め
、

今
後

、
施

設
老

朽
化

が
加

速
度

的
に
進

み
、

施
設

更
新

費
用

や
施

設
修

繕
費

が
増

加
す

る
見

込
み
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
た

め
、

平
成

３
０

年
度

末
に

策
定
し

た
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
計

画
を

基
に

、
施

設
の

効
率
的

な
修

繕
を

進
め

る
と

と
も

に
、

国
庫

補
助

金
や

企
業

債
を
有

効
活

用
し

た
資

金
計

画
と

の
整

合
を

図
り

な
が

ら
、

施
設
整

備
に

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。
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全
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総
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昭

和
４

５
年

度
か

ら
下

水
道

事
業

を
進

め
て

い
る

た
め

更
新
時

期
を

迎
え

て
い

る
下

水
道

施
設

が
多

く
、

維
持

管
理

費
用
や

そ
の

資
金

調
達

、
更

新
手

法
等

が
現

在
直

面
し

て
い

る
大
き

な
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
市

の
財

政
状

況
も
切

迫
し

て
お

り
、

一
般

会
計

か
ら

の
長

期
的

か
つ

安
定

し
た
十

分
な

繰
入

金
は

期
待

で
き

ず
、

厳
し

い
事

業
経

営
を

迫
ら
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、

今
後

も
令

和
元

年
度

末
に

策
定
し

た
下

水
道

事
業

経
営

戦
略

を
基

に
、

経
営

状
況

を
注

視
し
、

定
期

的
な

経
営

戦
略

の
見

直
し

を
行

っ
て

い
き

ま
す

（
令

和
６

年
度

見
直

し
予

定
）

。
同

時
に

、
必

要
に

応
じ

て
使
用

料
の

見
直

し
の

検
討

や
、

更
な

る
経

費
削

減
策

と
し

て
令
和

４
年

度
か

ら
は

汚
泥

の
共

同
処

理
を

開
始

す
る

予
定

と
な
っ

て
お

り
、

事
業

の
健

全
化

、
効

率
化

に
取

り
組

ん
で

い
き
ま

す
。

【
】
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性
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員
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加
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、

⑥
汚
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処

理
原
価

は
増

加
、

⑤
経

費
回

収
率

は
減

少
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

減
価

償
却

費
や

資
産

減
耗

費
等

が
増

加
し

ま
し

た
が

、
一
方

で
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
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染

症
の

流
行

に
よ

る
外

出
自
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う
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要

の
増

に
よ
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収
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増
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水
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使

用
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増
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し

た
こ
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消
化
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ス
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設
備

運
転
管

理
負
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金
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し
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債
元

金
の
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還
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に
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る

企
業
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支

払
利

息
の

減
少

等
に

よ
り

、
①

経
常

収
支
比

率
は

微
減

と
な
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ま
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た

。
⑦

施
設

利
用

率
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現
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一

日
平

均
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水
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が

若
干
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た

た
め
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り

ま
し

た
。
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水
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農
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排
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事

業
を
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統
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し
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こ
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に
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り
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現

在
水
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便
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人
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・

現
在
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理
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人
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と

も
に

増
加
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た

た
め
、

水
洗

化
率
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加
し

ま
し

た
。
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③
流
動

比
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(
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企
業
債

残
高

対
事

業
規

模
比

率
(
％
)

⑤
経
費

回
収

率
(
％

)
⑥

汚
水

処
理

原
価

(
円

)
⑦
施
設

利
用
率
(
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⑧
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化
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①
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

2
年

度
全

国
平

均

※
　

「
経
常

収
支

比
率

」
、

「
累

積
欠

損
金

比
率

」
、

「
流

動
比

率
」

、
「

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
」

及
び

「
管

渠
老

朽
化

率
」

に
つ
い

て
は

、
法

非
適

用
企

業
で

は
算

出
で

き
な

い
た

め
、

法
適

用
企

業
の

み
の

類
似

団
体

平
均

値
及

び
全

国
平

均
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

　
①

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

費
率

は
類

似
団

体
に

比
べ

非
常
に

低
い

値
と

な
っ

て
い

る
。

こ
れ

は
地

方
公

営
企

業
法

の
適
用

よ
り

年
数

が
経

過
し

て
い

な
い

た
め

で
あ

り
、

今
後

増
加
し

て
い

く
と

考
え

ら
れ

る
。

　
②

管
渠

老
朽

化
率

は
0
%
で

あ
り

、
標

準
耐

用
年

数
（

5
0

年
）

を
超

過
し

た
管

渠
は

存
在

し
な

い
。

　
③

管
渠

改
善

率
は

老
朽

し
た

管
渠

に
対

す
る

修
繕

が
少

な
か
っ

た
た

め
、

前
年

度
よ

り
低

い
数

値
と

な
っ

た
が

、
今

後
耐
用

年
数

を
迎

え
る

固
定

資
産

が
多

く
存

在
す

る
。

そ
の

た
め
、

ス
ト

ッ
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

等
に

よ
り

老
朽

化
の

状
況

を
把
握

し
、

計
画

的
な

投
資

計
画

を
通

し
て

、
管

渠
改

善
率

を
上
昇

さ
せ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

全
体

総
括

　
下

水
道

使
用

料
に

つ
い

て
は

、
今

後
節

水
型

社
会

へ
の

移
行
等

に
よ

り
減

少
す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
た

め
、

供
用

開
始
後

間
も

な
い

未
接

続
地

区
の

水
洗

化
率

の
向

上
を

図
り

、
使
用

料
の

増
加

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
今

後
は

施
設

更
新

に
係

る
費

用
が

増
え

る
こ

と
が

想
定
さ

れ
る

た
め

、
管

渠
の

改
善

に
つ

い
て

は
健

全
な

投
資

計
画
を

策
定

し
、

費
用

の
削

減
等

に
努

め
経

費
回

収
率

の
向

上
を
図

る
必

要
が

あ
る

。
　
令

和
元

年
度

に
策

定
し

た
経

営
戦

略
と

、
令

和
元

年
度

か
ら
の

地
方

公
営

企
業

法
の

適
用

に
よ

り
、

経
営

の
状

態
を

よ
り
正

確
に

分
析

し
、

将
来

に
渡

り
事

業
継

続
に

実
効

性
の

あ
る
対

応
策

を
講

じ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

　
な

お
、

経
営

戦
略

に
つ

い
て

は
策

定
後

年
数

が
経

過
し

て
い
る

た
め

、
現

在
の

状
況

に
応

じ
た

改
定

を
次

年
度

以
降

行
う
予

定
で

あ
る

。

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

　
東

浦
町

下
水

道
事

業
は

令
和

元
年

度
よ

り
地

方
公

営
企

業
法
を

全
部

適
用

し
た

た
め

、
令

和
２

年
度

よ
り

新
た

な
基

準
で
経

営
比

較
分

析
表

を
作

成
し

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
平

成
3
0
年

度
以

前
の

指
標

に
つ

い
て

は
記

載
し

て
い

な
い

。

　
①

経
常

収
支

比
率

は
前

年
度

よ
り

減
少

し
た

が
、

1
0
0
%
を

超
え

て
お

り
単

年
度

の
収

支
は

健
全

で
あ

る
。

　
②

累
積

欠
損

金
比

率
も

0
%
を

維
持

し
て
い

る
。

　
③

流
動

比
率

が
1
0
0
％
を

下
回

っ
て

い
る

理
由

は
、

翌
年

度
に

支
払

う
企

業
債

償
還

金
等

の
流

動
負

債
が

多
く

、
決

算
時
に

お
い

て
使

用
料

収
入

や
一

般
会

計
か

ら
の

繰
入

金
等

の
流
動

資
産

で
は

賄
え

て
い

な
い

た
め

で
あ

る
。

実
際

の
企

業
債
償

還
時

に
は

、
翌

年
度

の
他

会
計

繰
入

金
に

よ
り

返
済

し
て
い

る
。

　
⑤

経
費

回
収

率
も

類
似

団
体

よ
り

低
く

、
④

企
業

債
残

高
対
事

業
規

模
比

率
が

類
似

団
体

よ
り

非
常

に
高

い
水

準
と

な
っ

て
い

る
が

、
⑥

汚
水

処
理

原
価

が
類

似
団

体
と

同
水

準
で
あ

る
こ

と
か

ら
、

各
指

標
の

類
似

団
体

と
の

差
異

は
費

用
の
過

多
で

は
な

く
、

収
益

が
少

な
い

こ
と

が
原

因
と

考
え

る
。

　
こ

の
た

め
、

下
水

道
の

未
接

続
世

帯
へ

の
啓

発
等

を
通

し
た
⑧

水
洗

化
率

の
向

上
や

、
下

水
道

使
用

料
金

体
系

の
検

討
な
ど

の
新

た
な

財
源

の
確

保
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

　
な

お
、

町
単

独
で

処
理

場
を

有
し

な
い

こ
と

か
ら

、
⑦

施
設
利

用
率

に
つ

い
て

は
算

定
さ

れ
な

い
。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

処
理
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内
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金

比
率
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)
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動

比
率
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④

企
業
債

残
高

対
事

業
規

模
比

率
(
％
)

⑤
経
費

回
収

率
(
％

)
⑥

汚
水

処
理

原
価

(
円

)
⑦
施
設
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用
率
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％
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率
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定
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

2
年

度
全

国
平

均

※
　

「
経
常

収
支

比
率

」
、

「
累

積
欠

損
金

比
率

」
、

「
流

動
比

率
」

、
「

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
」

及
び

「
管

渠
老

朽
化

率
」

に
つ
い

て
は

、
法

非
適

用
企

業
で

は
算

出
で

き
な

い
た

め
、

法
適

用
企

業
の

み
の

類
似

団
体

平
均

値
及

び
全

国
平

均
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

　
①

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
は

、
類

似
団

体
を

大
き

く
下
回

り
、

老
朽

化
の

度
合

い
が

低
い

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す
が
、

今
後

は
経

年
状

況
へ

の
注

視
が

必
要

で
す

。
②

管
渠

老
朽
化

率
は

非
常

に
低

く
、

類
似

団
体

と
同

程
度

で
あ

る
こ

と
が
把

握
で

き
ま

し
た

。
一

部
雨

水
管

渠
は

耐
用

年
数

を
超

え
て
い

ま
す

が
、

汚
水

管
渠

は
平

成
３

年
に

供
用

開
始

し
た

た
め
、

耐
用

年
数

５
０

年
を

超
え

る
老

朽
化

管
は

あ
り

ま
せ

ん
。

し
か

し
な

が
ら

、
一

部
の

陶
管

で
補

修
が

必
要

な
箇

所
が
見

ら
れ

ま
す

。
ま

た
、

マ
ン

ホ
ー

ル
ポ

ン
プ

や
雨

水
ポ

ン
プ
場

施
設

で
は

電
気

機
械

設
備

等
の

老
朽

化
が

進
ん

で
お

り
、

改
築

・
更

新
が

必
要

で
す

。
③

管
渠

改
善

率
は

陶
管

の
管
渠

更
生

工
事

実
施

に
よ

り
、

類
似

団
体

と
同

程
度

の
改

築
・

更
新

を
実

施
で

き
て

い
る

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す
。

　
今

後
は

、
管

渠
調

査
や

令
和

７
年

度
策

定
予

定
の

ス
ト

ッ
ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
計

画
を

活
用

し
、

維
持

管
理

・
更

新
費

用
の
縮

減
と

平
準

化
を

図
り

、
改

築
・

更
新

を
実

施
し

ま
す

。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

全
体

総
括

　
令

和
２

年
度

は
法

適
用

に
よ

り
減

価
償

却
費

等
の

事
業

費
用
を

正
確

に
算

定
で

き
る

よ
う

な
り

ま
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
事
業

費
用

に
対

し
使

用
料

が
安

価
な

た
め

、
事

業
の

収
益

性
が
悪

く
、

一
般

会
計

か
ら

の
繰

入
金

に
よ

っ
て

事
業

を
運

営
し
て

い
る

状
況

が
明

ら
か

と
な

り
ま

し
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

水
洗

化
率

の
向

上
・

大
口

事
業

者
の

接
続

に
よ

る
排

水
量
の

増
加

に
よ

る
使

用
料

収
入

の
増

加
に

よ
り

、
今

後
の

経
営
状

況
は

回
復

を
見

込
ん

で
い

ま
す

。
　
現

在
、

令
和

２
年

度
策

定
の

経
営

戦
略

に
基

づ
き

、
投

資
費
用

最
適

化
・

他
自

治
体

と
連

携
し

た
事

業
広

域
化

・
官

民
連
携

の
推

進
に

よ
る

「
持

続
可

能
な

経
営

基
盤

の
確

立
」

、
接
続

推
進

活
動

・
普

及
活

動
に

よ
る

「
水

洗
化

率
の

向
上
」

、
財

政
収

支
状

況
や

使
用

料
単

価
の

検
証

等
に

よ
る

「
使

用
料

の
適

正
化

」
に

努
め

て
い

ま
す

。
こ

れ
ら

３
つ

の
経
営

基
本

方
針

に
よ

り
、

安
定

し
た

サ
ー

ビ
ス

の
継

続
と

健
全
な

経
営

の
実

現
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

(
経
営

戦
略

次
回

見
直

し
予

定
：

令
和

６
年

度
)

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

　
令

和
２

年
度

か
ら

地
方

公
営

企
業

法
を

適
用

し
初

め
て

の
決
算

分
析

と
な

り
ま

す
。

こ
の

法
適

用
に

よ
り

各
指

標
の

算
出
方

法
が

変
わ

っ
た

た
め

、
経

年
の

状
況

は
表

示
さ

れ
ま

せ
ん
。

本
年

度
は

各
指

標
に

よ
る

状
況

の
把

握
・

類
似

団
体

平
均
と

の
比

較
に

よ
り

、
事

業
の

経
営

状
況

を
分

析
し

ま
す

。
　
①

経
常

収
支

比
率

は
1
0
0
％

を
上

回
り
、

②
累

積
欠

損
金

比
率

は
営

業
損

益
が

発
生

し
な

か
っ

た
た

め
0
％

で
し

た
。

単
年

度
収

支
は

黒
字

で
あ

り
、

使
用

料
収

入
や

一
般

会
計

か
ら
の

繰
入

金
等

に
よ

り
事

業
費

用
を

賄
え

て
い

ま
す

。
　
③

流
動

比
率

は
類

似
団

体
平

均
を

上
回

る
も

の
の

1
0
0
％

を
下

回
る

7
5
％

と
な

り
、
短

期
的

債
務

に
対

す
る

支
払

い
能

力
が

十
分

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

④
企

業
債

残
高

対
事

業
規

模
比
率

は
類

似
団

体
を

大
き

く
上

回
り

、
企

業
債

残
高

に
対

し
使
用

料
収

入
が

不
足

し
て

い
る

状
況

で
す

。
⑤

経
費

回
収

率
は
類

似
団

体
や

1
0
0
％

を
大

き
く

下
回

る
6
8
％

で
あ

り
、

汚
水
費

用
が

使
用

料
収

入
だ

け
で

は
賄

え
て

い
ま

せ
ん

。
③

④
⑤
の

経
営

に
関

す
る

指
標

が
悪

い
方

向
に

あ
る

の
は

、
共

通
し
て

、
使

用
料

収
入

で
は

費
用

を
賄

え
ず

、
一

般
会

計
か

ら
の
繰

入
金

に
よ

り
事

業
運

営
し

て
い

る
こ

と
が

主
な

理
由

で
す
。

　
⑥

汚
水

処
理

原
価

は
減

価
償

却
費

等
の

算
定

が
可

能
に

な
っ

た
た

め
、

類
似

団
体

と
ほ

ぼ
同

程
度

の
1
5
0
.
5
9
円

で
あ

る
こ

と
が

把
握

で
き

ま
し

た
。

⑦
施

設
利

用
率

は
、

処
理

場
を
保

有
し

て
い

な
い

た
め

、
表

示
は

あ
り

ま
せ

ん
。

⑧
水

洗
化
率

は
類

似
団

体
平

均
値

を
下

回
っ

て
い

ま
す

が
、

農
業

集
落
排

水
統

合
に

よ
る

下
水

道
区

域
内

人
口

の
増

加
や

接
続

推
進
等

に
よ

り
継

続
し

て
向

上
し

て
い

ま
す

(
令
和

元
年

度
実

績
8
6
.
8
2
％

)
。

引
き

続
き

、
使

用
料
収

入
増

加
の

た
め
、

接
続
推

進
等

の
取

り
組

み
を

実
施

し
ま

す
。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

処
理

区
域

内
人

口
密

度
(
人

/
k
m
2
)
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6
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.
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.
1
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.
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6
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7
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.
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3
1

■

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
有

収
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)
処

理
区

域
内

人
口

(
人

)
処

理
区

域
面

積
(
k
m
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)

法
適
用

下
水

道
事

業
公
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下

水
道

B
c
2

非
設

置
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3
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5
8
8

経
営

比
較

分
析

表
（
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2
年

度
決
算
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愛
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県

　
武
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町

業
務

名
業

種
名

事
業

名
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団

体
区

分
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理
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の
情
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5

②
累

積
欠

損
金

比
率

(
％
)

③
流
動

比
率
(
％

)
④

企
業
債

残
高

対
事

業
規

模
比

率
(
％
)

⑤
経
費

回
収

率
(
％

)
⑥

汚
水

処
理

原
価

(
円

)
⑦
施
設

利
用
率
(
％

)
⑧

水
洗

化
率
(
％

)

①
有
形
固

定
資

産
減
価
償

却
率
(
％

)
②
管

渠
老
朽
化
率
(
％
)

③
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改

善
率
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％
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【
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】
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【
0.
30
】

3-51



グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

2
年

度
全

国
平

均

※
　

「
経
常

収
支

比
率

」
、

「
累

積
欠

損
金

比
率

」
、

「
流

動
比

率
」

、
「

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
」

及
び

「
管

渠
老

朽
化

率
」

に
つ
い

て
は

、
法

非
適

用
企

業
で

は
算

出
で

き
な

い
た

め
、

法
適

用
企

業
の

み
の

類
似

団
体

平
均

値
及

び
全

国
平

均
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

　
令

和
２

年
度

よ
り

法
適

用
の

た
め

、
「

①
有

形
固

定
資

産
減
価

償
却

率
」

は
全

体
的

に
低

く
な

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
供
用

開
始

よ
り

2
0
年

が
経
過

し
て

お
り

、
こ

ち
ら

の
指

標
が

内
容

通
り

の
残

存
耐

用
年

数
に

な
っ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
。

そ
の

た
め

、
し

ば
ら

く
は

数
字

だ
け

で
は

な
く

、
個

別
に
管

理
が

必
要

に
な

っ
て

く
る

。
「

②
管

路
老

朽
化

率
」

や
「
③

管
路

改
善

率
」

に
も

注
視

し
な

が
ら

適
切

な
対

応
を

と
る
必

要
が

あ
る

。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

全
体

総
括

　
令

和
２

年
度

よ
り

法
適

用
と

な
っ

た
た

め
、

指
標

が
今

年
度
分

し
か

な
い

。
そ

の
た

め
事

業
継

続
の

た
め

に
今

後
の

推
移
を

み
な

が
ら

、
適

切
な

対
応

を
検

討
、

実
施

し
て

い
か

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

　
「

①
経

常
収

支
比

率
」

は
1
0
0
％

を
超
え

て
い

る
こ

と
か

ら
、

維
持

管
理

費
等

は
収

益
で

賄
え

て
い

る
こ

と
が

分
か

る
。

そ
の

た
め

、
「

②
累

積
欠

損
金

比
率

」
も

現
状

は
な

い
。

し
か

し
、

「
⑤

経
費

回
収

率
」

が
全

国
平

均
を

下
回

っ
て
い

る
だ

け
で

な
く

、
大

き
く

1
0
0
%
を

下
回

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

収
益

の
多

く
を

一
般

会
計

か
ら

の
繰

入
に

依
存

し
て

い
る
こ

と
が

分
か

る
。

こ
の

た
め

、
適

切
な

経
費

等
を

検
討

し
、

事
業

継
続

の
た

め
に

適
切

な
経

営
を

考
え

て
い

か
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

の
時

に
指

標
と

な
る

「
⑥

汚
水

処
理

原
価
」

は
類

似
団

体
よ

り
は

低
く

な
っ

て
い

る
が

、
全

国
平

均
よ
り

は
高

く
な

っ
て

い
る

。
当

町
は

汚
水

処
理

を
流

域
下

水
道
に

よ
り

実
施

し
て

い
る

た
め

処
理

費
の

大
部

分
は

流
域

負
担
金

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
大

き
な

見
直

し
は

難
し

い
と

こ
ろ
で

は
あ

る
が

、
そ

れ
以

外
の

事
業

の
見

直
し

や
不

明
水

を
減
ら

す
こ

と
に

よ
る

負
担

金
の

減
額

、
接

続
率

向
上

に
よ

る
有
収

水
量

増
加

な
ど

に
よ

り
改

善
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

　
ま

た
、

「
③

流
動

比
率

」
も

低
い

こ
と

か
ら

次
年

度
以

内
の
債

務
に

対
す

る
現

金
が

大
き

く
不

足
し

て
い

る
。

流
動

負
債
の

多
く

は
管

路
布

設
の

た
め

の
企

業
債

の
償

還
で

あ
る

が
、

今
後

は
人

口
減

少
に

伴
う

使
用

料
の

減
少

が
見

込
ま

れ
て
い

る
こ

と
や

全
国

平
均

及
び

類
似

団
体

平
均

を
比

較
し

た
場
合

も
比

率
が

下
回

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
上

記
の

よ
う

な
改
善

を
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

　
一

方
で

「
④

企
業

債
残

高
対

事
業

規
模

比
率

」
は

全
国

平
均
や

類
似

団
体

平
均

よ
り

も
低

く
、

「
⑧

水
洗

化
率

」
は

、
類
似

団
体

平
均

よ
り

高
く

な
っ

て
い

る
。

今
後

も
引

き
続

き
規
模

に
見

合
っ

た
投

資
及

び
更

新
を

行
い

、
事

業
推

進
に

努
め
る

必
要

が
あ

る
。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

処
理

区
域

内
人

口
密

度
(
人

/
k
m
2
)

－

-
4
5
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8
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6
5
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7
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7
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5
4

2
,
5
3
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1
6
,
6
8
7

2
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7
1

6
,
1
5
7
.
5
6

3
0
.
2
7

8
4
2
.
3
2

■

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
有

収
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)
処

理
区

域
内

人
口

(
人

)
処

理
区

域
面

積
(
k
m
2
)

法
適
用

下
水

道
事

業
公

共
下

水
道

C
b
2

非
設

置
2
5
,
4
9
7

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

2
年

度
決
算

）
栃

木
県

　
野

木
町

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
管

理
者

の
情

報
人

口
（

人
）

面
積

(
k
m
2
)

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

0.
00

0.
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0.
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0.
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0.
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0.
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H
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0
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当
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値
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-
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4
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平
均

値
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-
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7
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00
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00
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00
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00

4.
00
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00
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00

7.
00
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00

9.
00
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H
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値
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値
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00
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値
-
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①
経
常

収
支

比
率

(
％

)

0.
00
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00
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00
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00
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00
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00
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00
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00
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8
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H
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00
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均

値
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-
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0
1

②
累

積
欠

損
金

比
率

(
％
)

③
流
動

比
率
(
％

)
④

企
業
債

残
高

対
事

業
規

模
比

率
(
％
)

⑤
経
費

回
収

率
(
％

)
⑥

汚
水

処
理

原
価

(
円

)
⑦
施
設

利
用
率
(
％

)
⑧

水
洗

化
率
(
％

)

①
有
形
固

定
資

産
減
価
償

却
率
(
％

)
②
管

渠
老
朽
化
率
(
％
)

③
管

渠
改

善
率

(
％

)
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30
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

2
年

度
全

国
平

均

※
　

「
経
常

収
支

比
率

」
、

「
累

積
欠

損
金

比
率

」
、

「
流

動
比

率
」

、
「

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
」

及
び

「
管

渠
老

朽
化

率
」

に
つ
い

て
は

、
法

非
適

用
企

業
で

は
算

出
で

き
な

い
た

め
、

法
適

用
企

業
の

み
の

類
似

団
体

平
均

値
及

び
全

国
平

均
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

2
年

度
決
算

）
埼

玉
県

　
幸

手
市

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
管

理
者

の
情

報
人

口
（

人
）

面
積

(
k
m
2
)

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

3
3
.
9
3

1
,
4
8
1
.
1
7

■

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
有

収
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)
処

理
区

域
内

人
口

(
人

)
処

理
区

域
面

積
(
k
m
2
)

法
適
用

下
水

道
事

業
公

共
下

水
道

C
b
2

非
設

置
5
0
,
2
5
6

処
理

区
域

内
人

口
密

度
(
人

/
k
m
2
)

－

-
7
1
.
1
6

4
6
.
3
7

7
0
.
7
0

1
,
5
9
5

2
3
,
2
5
6

3
.
9
0

5
,
9
6
3
.
0
8

①
主

な
施

設
と

し
て

、
管

渠
・

汚
水

中
継

ポ
ン

プ
場

を
有

し
て
い

ま
す

。
供

用
開

始
が

平
成

3
年

度
で

あ
り

、
現

在
は

法
定
耐

用
年

数
を

経
過

し
た

資
産

は
な

い
状

態
で

は
あ

り
ま

す
が
、

類
似

団
体

と
比

べ
る

と
高

い
数

値
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ
れ

は
、

供
用

開
始

以
前

か
ら

市
内

に
整

備
さ

れ
て

い
た

集
中
浄

化
槽

方
式

を
用

い
た

汚
水

処
理

区
域

の
う

ち
、

後
に

公
共
下

水
道

へ
接

続
替

え
を

行
っ

た
地

域
な

ど
を

中
心

と
し

て
、

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
下

水
道

管
も

現
れ

て
き

て
い

る
こ
と

が
原

因
と

考
え

ら
れ

、
今

後
は

、
新

規
整

備
と

並
行

し
て
老

朽
管

対
策

等
に

も
取

り
組

ん
で

い
く

必
要

が
で

て
く

る
こ
と

か
ら

、
長

期
的

な
投

資
財

政
計

画
を

策
定

し
持

続
的

な
経
営

の
健

全
化

を
進

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

②
法

定
耐

用
年

数
を

経
過

し
た

管
渠

延
長

は
あ

り
ま

せ
ん

。
③
改

善
(
更

新
・

改
良

・
修
繕

)
管

渠
延

長
は

あ
り

ま
せ

ん
。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

全
体

総
括

　
本

市
の

公
共

下
水

道
は

、
令

和
２

年
度

末
に

お
け

る
普

及
率
が

4
0
％

台
に

と
ど

ま
っ
て

お
り

、
こ

れ
か

ら
も

新
規

整
備

が
続

い
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

今
後

は
施

設
の

老
朽

化
も

徐
々

に
進

行
し

て
い

く
こ

と
か

ら
、

更
新

・
修

繕
と

い
っ

た
対
応

も
同

時
に

必
要

と
な

っ
て

き
ま

す
。

こ
の

た
め

、
整

備
財
源

の
確

保
に

は
今

ま
で

以
上

に
努

め
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら
ず

、
補

助
金

の
有

効
活

用
は

も
と

よ
り

、
接

続
人

口
増

加
へ
の

取
り

組
み

や
、

極
度

な
依

存
に

な
ら

な
い

範
囲

で
の

企
業
債

の
活

用
、

ま
た

、
歳

出
面

で
は

、
経

費
削

減
に

努
め

た
無
駄

の
な

い
予

算
執

行
な

ど
、

バ
ラ

ン
ス

を
持

っ
た

事
業

運
営
が

求
め

ら
れ

て
き

ま
す

。
　
こ

の
よ

う
な

状
況

に
対

応
す

る
た

め
に

は
、

よ
り

適
切

な
整
備

計
画

を
策

定
し

て
い

く
こ

と
が

肝
要

で
す

が
、

そ
れ

を
可
能

に
す

る
た

め
、

自
ら

の
経

営
状

態
や

資
産

状
況

な
ど

を
よ
り

正
確

に
把

握
し

、
且

つ
分

析
し

て
い

く
こ

と
が

大
切

に
な
っ

て
き

ま
す

。

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

①
単

年
度

収
支

は
黒

字
に

な
っ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
使

用
料
以

外
に

、
基

準
内

で
は

あ
る

も
の

の
一

般
会

計
負

担
金

に
大
き

く
依

存
し

て
お

り
、

今
後

も
、

使
用

料
収

入
の

確
保

及
び
経

費
削

減
に

取
り

組
ん

で
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
②
累

積
欠

損
金

は
発

生
し

て
い

ま
せ

ん
。

③
類

似
団

体
平

均
を

上
回

っ
て

は
い

る
も

の
の

、
1
0
0
％

を
下
回

っ
て

い
ま

す
。

法
適

用
移

行
か

ら
間

が
な

く
、

内
部

留
保
資

金
の

蓄
積

も
ほ

と
ん

ど
な

い
状

態
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
企
業

の
支

払
能

力
を

高
め

る
た

め
、

流
動

資
産

の
確

保
に

努
め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

④
類

似
団

体
と

比
較

し
て

高
い

数
値

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
本
市

の
下

水
道

普
及

率
は

4
6
.
4
％

と
い
ま

だ
建

設
途

上
に

あ
る
こ

と
か

ら
、

建
設

改
良

の
た

め
の

企
業

債
借

入
残

高
の

比
率
が

高
い

こ
と

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

今
後

も
、

借
入

額
が

返
済
額

を
上

回
る

こ
と

の
な

い
よ

う
に

計
画

的
な

建
設

投
資

を
行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
⑤
類

似
団

体
に

比
べ

低
水

準
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、

こ
れ

は
、

整
備

途
上

の
本

市
で

は
接

続
人

口
が

い
ま

だ
多

く
な

い
こ
と

等
が

原
因

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

⑥
類

似
団

体
よ

り
も

低
い

数
値

で
す

が
、

今
後

、
施

設
の

老
朽
化

が
進

ん
で

い
く

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
維

持
費

抑
制
や

有
収

水
量

増
加

の
取

り
組

み
を

進
め

る
こ

と
が

必
要

で
す
。

⑦
汚

水
処

理
を

行
う

施
設

は
保

有
し

て
い

ま
せ

ん
。

⑧
毎

年
度

、
供

用
開

始
地

区
が

増
え

て
い

る
と

い
う

状
況

を
考
え

れ
ば

、
そ

れ
ほ

ど
悪

い
数

値
で

は
な

い
と

思
わ

れ
ま

す
が
、

他
の

経
営

指
標

向
上

に
密

接
に

関
わ

る
比

率
で

あ
る

た
め
、

今
後

も
接

続
人

口
が

増
加

し
て

い
く

よ
う

取
り

組
ん

で
い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。
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グ
ラ

フ
凡

例
当

該
団

体
値

（
当

該
値

）

類
似

団
体

平
均

値
（

平
均

値
）

令
和

2
年

度
全

国
平

均

※
　

「
経
常

収
支

比
率

」
、

「
累

積
欠

損
金

比
率

」
、

「
流

動
比

率
」

、
「

有
形

固
定

資
産

減
価

償
却

率
」

及
び

「
管

渠
老

朽
化

率
」

に
つ
い

て
は

、
法

非
適

用
企

業
で

は
算

出
で

き
な

い
た

め
、

法
適

用
企

業
の

み
の

類
似

団
体

平
均

値
及

び
全

国
平

均
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

経
営

比
較

分
析

表
（

令
和

2
年

度
決
算

）
神

奈
川

県
　

大
磯

町

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
管

理
者

の
情

報
人

口
（

人
）

面
積

(
k
m
2
)

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

1
7
.
1
8

1
,
9
0
4
.
0
2

■

資
金

不
足

比
率

(
％

)
自

己
資

本
構

成
比

率
(
％

)
普

及
率

(
％

)
有

収
率

(
％

)
1
か

月
2
0
ｍ

3
当

た
り

家
庭

料
金

(
円

)
処

理
区

域
内

人
口

(
人

)
処

理
区

域
面

積
(
k
m
2
)

法
適
用

下
水

道
事

業
公

共
下

水
道

C
b
2

民
間
企

業
出

身
3
2
,
7
1
1

処
理

区
域

内
人

口
密

度
(
人

/
k
m
2
)

－

-
5
0
.
8
8

8
0
.
3
6

8
8
.
5
4

2
,
6
8
7

2
6
,
1
9
8

4
.
5
9

5
,
7
0
7
.
6
3

　
本

町
の

公
共

下
水

道
事

業
は

、
平

成
元

年
度

に
相

模
川

流
域
下

水
道

計
画

の
流

域
関

連
下

水
道

と
し

て
全

体
計

画
を

策
定
し

て
お

り
、

主
な

構
造

物
は

管
渠

及
び

マ
ン

ホ
ー

ル
と

な
っ

て
い

ま
す

。
　
そ

の
為

、
法

定
耐

用
年

数
5
0
年

を
迎

え
る

構
造

物
を

有
さ

ず
、

直
ち

に
老

朽
化

対
策

が
危

惧
さ

れ
る

状
況

で
は

あ
り

ま
せ
ん

が
、

平
成

3
0
年

度
に
策

定
し

た
事

業
計

画
に

基
づ

き
、

主
要

な
管

渠
に

お
け

る
点

検
等

を
実

施
し

、
老

朽
化

対
策

に
繋
げ

て
い

き
ま

す
。

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

全
体

総
括

　
令

和
２

年
４

月
か

ら
公

営
企

業
会

計
を

適
用

し
た

こ
と

に
伴
い

、
経

営
成

績
や

財
政

状
態

を
的

確
に

把
握

で
き

る
よ

う
に
努

め
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

未
普

及
対

策
に

つ
い

て
は

、
汚

水
処

理
施

設
整

備
の
概

成
を

令
和

７
年

度
末

に
目

指
し

て
い

ま
す

。
　
こ

れ
ら

を
考

慮
し

た
経

営
戦

略
を

令
和

２
年

度
に

策
定

し
、

中
長

期
的

に
健

全
で

持
続

可
能

な
下

水
道

事
業

の
運

営
に
努

め
て

い
き

ま
す

。

【
】

分
析

欄

1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
1
.
 
経

営
の

健
全

性
・

効
率

性
に

つ
い

て

　
令

和
２

年
４

月
１

日
に

公
営

企
業

会
計

を
適

用
し

た
こ

と
か
ら

、
令

和
元

年
度

以
前

の
決

算
状

況
と

の
比

較
が

で
き

な
い
た

め
非

表
示

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
経

常
収

支
比

率
は

9
6
.
7
8
％

と
類

似
団
体

平
均

値
及

び
全

国
平

均
値

を
下

回
っ

て
い

る
状

況
と

な
っ

て
お

り
、

ま
た

、
経
費

回
収

率
は

9
6
.
4
1
％

と
類

似
団

体
平
均

値
よ

り
高

い
も

の
の

、
全

国
平

均
値

よ
り

低
く

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
為

、
更
な

る
収

益
の

確
保

と
適

正
な

経
費

削
減

を
図

る
必

要
が

あ
り
ま

す
。

　
収

益
の

主
と

な
る

下
水

道
使

用
料

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
1

年
４

月
に

使
用

料
を

改
定

し
て

い
ま

す
が

、
下

水
道

運
営

審
議
会

か
ら

概
ね

３
年

ご
と

に
適

正
な

使
用

料
の

見
直

し
に

つ
い
て

検
討

す
る

よ
う

意
見

を
付

さ
れ

て
お

り
、

今
後

、
社

会
情
勢

等
を

考
慮

し
な

が
ら

慎
重

に
進

め
て

い
く

予
定

で
す

。
同
時

に
、

下
水

道
未

接
続

世
帯

に
対

す
る

個
別

訪
問

の
範

囲
を
拡

大
し

、
接

続
促

進
活

動
等

を
強

化
す

る
等

と
い

っ
た

増
収
に

繋
げ

る
た

め
の

取
組

み
を

継
続

し
て

い
き

ま
す

。
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３－４．本町下水道事業の経営状況の総括 

前述の整理結果を踏まえ、本町下水道事業の経営状況と課題について総括する。 

 

１．経営の健全性・効率性                                 

本町では、汚水処理原価（約 168 円/㎥）が比較対象団体の中で最も高く、その反面、使用料

単価（約 103 円/㎥）が近隣７団体平均値、類似４団体平均値よりも低い状況にある。経常収支

比率は 100％以上となっているが、一般会計繰入金（基準外）により賄っている状況であり、

結果として経費回収率は 60％程度を推移している。 

本町の下水道整備は概ね完了しており、水洗化率については約88％に達している。そのため、

今後の大幅な水量増を見込むことはできないが、下水道接続の PR を継続し、水洗化率の更な

る向上に取り組んでいく必要がある。一方で、汚水処理費の縮減が必要であり、不明水量の削

減等に取り組む必要がある。 

 

２．老朽化の状況                                    

本町の主な固定資産は管渠であり、令和２年度（供用開始より 26 年経過）で法定耐用年数

50 年を超過した資産はない。そのため、軽微な修繕がある場合を除き、管渠老朽化率及び管渠

改善率は０％となっている。 

また、資産の減価償却度合いを表す有形固定資産減価償却率については、令和元年度の法適

用から１年間しか経っておらず、５％程度の低い値となっている。 

しかしながら、今後は老朽化した資産が増加し、その対応として汚水処理費等の費用増とな

ることが予想される。そのため、ストックマネジメント計画（令和４年度に見直し）に基づい

た計画的かつ効率的な点検・調査、改築・修繕を実施する必要がある。 

 

３．総 括                                       

汚水処理費の縮減は必須の検討課題ではあるが、今後は老朽化や物価上昇等に伴う維持管理

費の増加が予想され、経費回収率がさらに低くなることが懸念される。また、将来的に人口減

少に伴う使用料収入の減少も想定される。 

このような状況下においても町民への安定した下水道サービスを維持していくため、当面の

課題としては「使用料単価の見直し」が必要である。経費回収率 100％を目標とし、段階的な

見直しが必要と考えられる。 

 


